
（
１
）法
の
題
名
等
の
改
正

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
生
息
数
の
著
し
い
増
加
や
生
息

地
の
範
囲
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
鳥
獣
は
、
自
然
生

態
系
、
農
林
水
産
業
及
び
生
活
環
境
に
深
刻
な
被

害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鳥
獣
に
つ
い

て
は
、
そ
の
生
息
数
を
適
正
な
水
準
に
減
少
さ

せ
、
又
は
そ
の
生
息
地
を
適
正
な
範
囲
に
縮
小
さ

せ
る「
鳥
獣
の
管
理
」を
図
る
こ
と
と
し
、
そ
の
施

策
を
法
律
に
含
め
る
た
め
、
法
の
題
名
を「
鳥
獣

の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」に
改
め
、
目
的
に「
鳥
獣
の
管
理
」を
追

加
し
ま
し
た
。

（
２
）指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
創
設

　
　
　
（
都
道
府
県
に
よ
る
捕
獲
の
強
化
）

　
「
鳥
獣
の
管
理
」を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
措

置
と
し
て
、
都
道
府
県
に
よ
る
捕
獲
を
強
化
す
る

た
め
、
集
中
的
か
つ
広
域
的
に
管
理
を
図
る
必
要

が
あ
る
鳥
獣（
指
定
管
理
鳥
獣
）と
し
て
環
境
大
臣

が
指
定
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
を
、
都

道
府
県
又
は
国
の
機
関
が
捕
獲
す
る
事
業（
指
定

管
理
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
）を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
①
捕
獲
等

の
許
可
が
不
要
と
な
る
、
②
一
定
の
条
件
下
で
捕

獲
個
体
の
放
置
の
禁
止
が
緩
和
さ
れ
る
、
③
一
定

の
条
件
下
で
夜
間
銃
猟
が
可
能
と
な
る
、
と
い
っ

た
規
制
緩
和
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
都
道
府
県
が
行
う
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
な
交
付
金
と
し

て
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
で
約
13
億
円（
補
助

率
9
/
10
）、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
で
5
億
円

Topics

（
補
助
率
1
/
2
）を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
３
）認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
制
度
の
導
入

　
　
　
（
捕
獲
の
担
い
手
確
保
）

　
鳥
獣
捕
獲
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
狩

猟
者
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
み
、
捕
獲
の
担
い
手

の
育
成
・
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
、

そ
の
安
全
管
理
体
制
や
従
事
者
の
技
能
・
知
識
が

一
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て

都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
認
定
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
者
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
獣
捕
獲

の
事
業
者
の
安
全
確
保
、
技
術
向
上
な
ど
、
捕
獲

の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
住
居
集
合
地
域
等
に
お
け
る
麻
酔

銃
猟
の
許
可
が
規
定
さ
れ
、
網
猟
免
許
・
わ
な
猟

免
許
の
取
得
年
齢
の
引
き
下
げ
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
12
月
に
農
林
水
産
省
と
環
境
省
が

共
同
で
取
り
ま
と
め
た「
抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強

化
対
策
」に
お
い
て
、
当
面
の
捕
獲
目
標
と
し
て
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
を
10
年
後
ま

で
に
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
し
、
自
然
生
態
系
、
農
林
水

産
業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く
管
理
の
た
め
の

新
た
な
措
置
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
両
省

が
連
携
し
て
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する
法律の一部を改正する法律の概要　　　

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
は
、
平
成

26
年
5
月
30
日
に
公
布
、
平
成
27
年
5
月
29

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の「
鳥
獣
の
保

護
」を
基
本
と
す
る
施
策
に
、
一
部
の
鳥
獣

に
つ
い
て
は
捕
獲
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
の
新
た
な
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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